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Mを連結コンパクト多様体とし， gをM上のアインシュタイン計量とする o 本論文の第一の主要結果
はつぎの通りであるO もし (M，g)の普遍被覆空間が 2次元既約成分をもたない非コンパクト型対
称空間であるか，または論文中にあげられた持定の五つの型以外の既約コンパクト型対称空間であれ
ば，計量gは剛性をもっ。つぎに，M上のリーマン計量 gに対して，その全数曲率を対応させて，こ
れを gの関数とみれば，アインシュタイン計量とはこの関数の臨界点に他ならない，この事実に基づ
いて，小磯君はアインシュタイジ計量 gの安定性を自然に定義し，つぎの第2の主要結果を得た。 (M，
g)の普遍被覆空間が論文中にあげられた10種類の型以外の(球面を除く)既約コンパクト型対称空間
の場合， gは安定で、ある o
本論文の研究は，アインシュタイン計量の剛性と安定性を，対称空間について体系的に行ったもの
で，そこには多くの独創的な手法の開発もみられ，今後のアインシュタイン計量の研究に資するとこ
ろも多く，高く評価される O よって，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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